
資料１ 

環境問題と持続可能な開発について考える視座 

 
☆今後のあるべき環境政策を考える際、例えば次の視点からアプロ

ーチできないか 

 

１ 様々な人間活動と環境との関わり 

２ 環境問題への取り組みの多様化 

３ 国際的なつながりの中での環境 

 



生活を豊かにするための様々な価値

●安全確保 生命，財産への侵害の防止

●福祉向上，社会作り 人間らしい生活のための社会的地域的基盤

●経済的発展 物質的な豊かさの追求

●文化 個人/地域/国における精神的財産

●環境，環境保全 よりよい環境の中で生きる/生存，発展の前提条件

相
互
に
関
わ
り
合
う

人の生活を豊かに

する価値の例

環境やその保全のための活動は、こうした価値を

実現するための人間活動と相互関連するもの

安全確保

経済的発展

環境・環境保全

文化

１．  様々な人間活動と環境との関わり

・環境産業
・経済的インセティブ
　による環境保全

安定した生態
系による自然
災害の防止

自然に親しむ

文学芸術の創
造活動の基盤

肉体的、精神的に
健康な生活の基盤

・生活衛生の向上
・地域活動による
環境保全

汚染物質流出・森林
火災等の事故防止

福祉向上、社会作り

・水・大気・生物
　資源の供給
・安定的な気候
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●課題の広がり 1960年代： SOxによる喘息、カドミウム・水銀による中毒、個別の開発行為による自然破壊

→典型７公害、自然の減少

→多様な問題への対応＝汚染、化学物質、廃棄物・リサイクル、生物多様性、地球環境問題、環境教育

●取り組み手法の拡大 被害救済／個別汚染の防止／問題の未然予防／積極的な環境の創出・再生

●取組の在り方 ・義務 ―　自発性・自主性 ・個別問題毎の対応 ― 総合的な対応

・特定主体―　多様な主体 ・強制 ―　創意工夫

被害の救済

個別の汚染防止
自然破壊の防止

問題の未然予防
・環境負荷の低減

積極的な環境の
創出・再生

持
続
可
能
な
開
発

大気汚染、水質汚濁

化学物質

廃棄物・
リサイクル

生物多様性

地球環境問題

義務 特定主体
ルールに基づく
一律的強制

自発的参加 多様な主体
当事者の

創意工夫の奨励総合的な対応

個別問題毎
の対応

２．環境問題への取組の多様化
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環境教育



環境問題の国際的取組の視点

・地球的規模の環境問題の深刻化

・国際経済活動の拡大、グローバル化

・途上国の発展、貧困問題

★環境をめぐる国際的な問題群

先進国 途上国

国

国

国

環境ODA ・CDM

投資・技術移転

　　製品、労働力の移動

・有害廃棄物　・野生動物

・IT技術などによる情報の流通の加速化
・NPO等民間団体の交流・連携の活発化

地球的規模の環境問題
・温暖化　・オゾン層破壊
・酸性雨　・生物多様性の減少

国

国

国

・環境経営
・製品のルール化

・エコ商品の流通
・市場メカニズム
　の活用

環境分野の
技術開発競争

・都市化・工業化・人口増による
　環境汚染、廃棄物問題
・貧困等を背景とした自然資源の
　過剰利用
　　熱帯林の減少、野生生物絶滅
　　砂漠化　水の不足

国際的な取組

・枠組み、ルール作り
・協力

環境政策として
どう受け止めるか

持続可能な発展への課題

３．国際的なつながりの中での環境
問題
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我が国の役割

　　①地球的規模の環境問題についての国際的取組への主導的役割

　　②財、サービス、情報、資金の国際的な流通の拡大への対応

　　③主に途上国における持続可能な発展の実現




